


平成３０年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・国語・総合的な学習の時間（第５学年）


テーマ〖環境問題をプレゼンしよう〗　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河内長野市立高向小学校　








≪学習のねらい≫


　・地球温暖化や森林破壊などの環境問題について学ぶ。


　・環境問題に関心を持ち、学んだことをもとに、自分の追究したい課題を調べて、発表会を持つ。　　


≪学習の流れ≫


　実施時期　　９月　～　３月


　①河内長野リサイクル市場市民の会と河内長野ガスの出前授業


　　　河内長野リサイクル市場からは、「地球は命を育む家」という題で地球４６億年の環境問題についての歴史を紙芝居で、また河内長野ガスからは「地球温暖化を学ぶ」という題で地球温暖化の仕組みについて教えていただいた。


　②森林ボランティアトモロスの出前授業と間伐・クラフト・黒文字づくりの出前授業


　　　高向小学校の校区に日野の森が広がっており、森林の環境に果たす役割についての出前授業を受けた。その後、実際に間伐体験をし、間伐材の利用としてのクラフト、河内長野市の特産である黒文字づくりの体験学習などを通して、自分の身の周りの環境問題に気づくことができた。


　③自分の追究したい環境問題を調べ、パワーポイントを使ってプレゼンテーションを行う。


　　　図書館から100冊以上の環境に関する本を借りて、自分の追究したい課題を決め、本やインターネットで調べ学習をして分かったことをパワーポイントにまとめて、発表会を行う。


≪指導のポイント≫


　■5年生は地球温暖化やその歴史については、まだ習っていない状態であることから、最初に出前授業をして、なるべく5年生の子どもにもわかる形で環境問題に取り組ませるようにした。


　■環境問題が決して遠いところで起きている問題ではないことを意識させるために、本やインターネットだけではなく、実際に目で見る、話を聞く、行く、作業するといった実体験を積みながら、自分の問題に引き寄せるようにした。


　■パワーポイント作成では、国語で習ったことを生かして、グラフや表などを活用しながら根拠を明確にして説明することや、「自分にできること」を必ず入れてまとめるようにすることを徹底した。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


ゲストティーチャー（河内長野市民市場リサイクルの会　　河内長野ガス


森林ボランティアトモロス　　黒文字体験菊水産業）


社会（「私たちの生活と環境」・「資料の取り扱い」）国語（「グラフや表を引用して文を書こう」）


　河内長野市図書館より環境問題の本１１０冊


≪成果（児童・生徒の感想や反応　等）


　・横断的な教科の学習とたくさんのゲストティーチャーの方による授業と、重層的な学習がつながることで、子どもたちの学びに厚みが出たと感じる。


　・子どもたちは大変意欲的に長い期間も集中が途切れることなく学習できた。


・学校の重点目標である地域とつながる・地域から学ぶということができた。


　


　・











